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夏池　篤

常葉大学造形学部

研究紀要　第 12 号　2013 食のオベリスク
Obelisk of Tableware

大 き さ：h250 × w900 × d550cm
素        材  ： 紙皿、紙コップ、モーター、マジックテープ、回転テーブル（12 台）、プロジェクター４台、ヴィ

デオカメラ４台、テレビ２台、DVD プレー ヤー２台

発表場所：夏池篤展　アートカゲヤマ画廊

発 表 年：2013 年 10 月 21 日～ 10 月 27 日

私たちは、他の生物と同じく食物をエネルギー源
として消費しながら生きています。ところが一人当た
りの食事の量やその内容は、国や地域により大きく異
なっています。こうした状況の中で、例えば同じ栄養
失調でも、農業政策の失敗や貧困による食料不足、美
容目的のダイエット、精神的ストレスからの摂食障害、
知識不足による偏った食生活等、原因が全く異なると
いう現状があります。

今回、大きさの異なる円卓が歯車のように連動し
ながら回転する装置を作りました。このテーブルは面
積や人口、また経済力の異なる国であると考え、その
上に紙の食器を積み上げます。

空の食器が積み上げられたさまを、飢餓の象徴と
考える人、逆にファストフード店での食後の光景と見
て、飽食の時代の象徴と捉える人、あるいは、伝統的
な食生活の崩壊に結びつける人や、アウトドアでの楽

しい思い出が浮ぶという人、また被災地への食料援助
を連想する人もいるかもしれません。作品の解釈は
見る側に委ねられ、会場を訪れた鑑賞者も食器を手に
取って自由に組み替えることができ、各自のイメージ
する食の世界観が作品に反映されることになります。
したがって会期中に作品は少しずつ変化していきます
が、1000 個近い紙の食器の全体をコントロールする
ことは難しく、それは多様な価値観の中で出口の見い
だせない世界の現状をもどかしく感じるのと似ている
のではないでしょうか。

そして目の前の現実だけでなく、断片化され限り
なく増幅する情報にさらされる今日の状況の反映とし
て、積み上げられ回転する複数の食器の映像を壁に投
影します。それは混沌とした不安の中で回転し続ける
世界をギャラリー空間全体で提示しようとするもので
す。
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